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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　横方向に離隔しており、高さ方向に同一の極性を有する二つ以上の第１永久磁石１００
と、
　前記第１永久磁石１００の上側および下側に高さ方向に同一の極性が対向するように位
置する第２永久磁石２００と、
　前記第１永久磁石１００および第２永久磁石２００を固定する固定手段３００と、を含
み、
　前記固定手段３００は、隣り合う前記第１永久磁石１００の間に横方向に空間部５００
を形成し、
　前記固定手段３００は、
　前記横方向に所定距離離隔しており、内部に第１永久磁石１００が設けられる第１載置
部３１１が中空となっている第１支持部３１０と、
　複数個の前記第１支持部３１０の上側および下側を支持する板状をなし、外側面に前記
第２永久磁石２００が設けられる第２載置部３２１が凹状に形成される第２支持部３２０
と、
　前記上側の第２支持部３２０の上側および前記下側の第２支持部３２０の下側を支持す
る上部カバー３３０および下部カバー３４０と、
　前記上部カバー、第２支持部３２０、第１支持部３１０および下部カバーを締結する締
結手段４００と、を含み、
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　前記空間部５００に別体となったサンプル保存部６００を引き込みおよび引き出し可能
であることを特徴とする、永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項２】
　前記第２永久磁石２００は、前記第１永久磁石１００それぞれに対応する大きさに形成
されることを特徴とする、請求項１に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項３】
　前記第２永久磁石２００は、単一行をなす複数個の第１永久磁石１００それぞれに対応
する大きさに形成されることを特徴とする、請求項１に記載の永久磁石を用いた磁気装置
。
【請求項４】
　前記第１永久磁石１００は、列をなすように縦方向に複数個設けられることを特徴とす
る、請求項１に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項５】
　前記第２永久磁石２００は、単一列をなす複数個の第１永久磁石１００に対応する大き
さに形成されることを特徴とする、請求項４に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項６】
　前記第２永久磁石２００は、複数個の第１永久磁石１００の全体に対応する大きさに形
成されることを特徴とする、請求項４に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項７】
　高さ方向に同一の極性を有する第１永久磁石１００が高さ方向に複数回設けられ、
　高さ方向に前記第１永久磁石１００と前記第２永久磁石２００が交互に位置することを
特徴とする、請求項１に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項８】
　前記第１支持部３１０は、Ａｌまたはガラスの材質であることを特徴とする、請求項１
に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項９】
　前記第２支持部３２０は、Ｎｉ合金またはスチール材からなることを特徴とする、請求
項１に記載の永久磁石を用いた磁気装置。
【請求項１０】
　前記固定手段３００は、前記締結手段４００によって締結され、両側面のうち一側を縦
方向に支持する側面カバー３５０をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の永久
磁石を用いた磁気装置。
【請求項１１】
　前記側面カバー３５０には、前記空間部５００に対応する位置の所定領域が中空となっ
ている中空部３５１が形成されることを特徴とする、請求項１０に記載の永久磁石を用い
た磁気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、永久磁石を用いた磁気装置に関し、より詳細には、永久磁石を用いて高い磁
場を形成することができる永久磁石を用いた磁気装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　磁気装置は、磁場を形成して様々な分野に用いられるが、特に、磁性体の物性研究のた
めのバルクおよび薄膜の磁気化、磁場のためのタンパク質単結晶成長に用いられる。
【０００３】
　この際、数千ガウス以上の高い磁場を供給するためには、ソレノイドコイル（Solenoid
 coil）を用いた電磁石、スーパーコンダクタ（Super conduct）を用いた超伝導量子干渉
素子（ＳＱＵＩＤ；superconducting quantum interference device）、および永久磁石
などを用いる。
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【０００４】
　超伝導磁石によって結晶を効率的に生成するための強磁場中結晶生成装置が日本公開特
許２０１２‐０７６９６３号（公開日:２０１２．０４．１９）に開示されている。
【０００５】
　しかし、超伝導磁石は、大型単結晶成長に適しておらず、大型単結晶成長の場合、結晶
成長のための温度条件を満たすための装置が形成されていなければならず、単結晶成長に
役立つ付加装置などの使用が難しいという問題点がある。
【０００６】
　そのため、様々な磁性体の物性研究のために、簡単な構成で、高い磁場を形成すること
ができ、効率性を高めることができる磁気装置が要求されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述の問題点を解決するために導き出されたものであり、本発明の目的は、
高さ方向に同一の極性を有する第１永久磁石と、前記第１永久磁石と同一の極性が対向す
るように位置する第２永久磁石と、を利用することで、高い磁力を有し、これにより、横
方向および縦方向の広い領域に安定的に磁場を形成できる永久磁石を用いた磁気装置を提
供することにある。
【０００８】
　さらに、本発明の目的は、横方向および高さ方向に複数個の空間部を形成することによ
り、様々な磁場の印加を必要とする実験を行うことができる永久磁石を用いた磁気装置を
提供することにある。
【０００９】
　また、本発明の目的は、高効率で、単結晶成長および偏極中性子発生などに用いられる
ことができ、構成を簡素化することで容易に製造できる永久磁石を用いた磁気装置を提供
することにある。
【００１０】
　また、本発明の目的は、第１支持部が磁力線の透過性能に優れた材質で形成され、第２
支持部が耐久性を確保し、空間部および第１支持部が形成される側に磁場が保持されるよ
うにすることで、空間部上に高い磁場を形成することができる永久磁石を用いた磁気装置
を提供することにある。
【００１１】
　さらに、本発明の目的は、第１支持部の間の空間部にサンプル保存部を引き込みおよび
引き出し可能であり、この際、側面カバーによってサンプル保存部の引き込み深さを制限
し、側面カバーに中空部が形成されてサンプル保存部が引き出される際に用いられること
で容易に利用できる永久磁石を用いた磁気装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、横方向に離隔しており、高さ方向に同
一の極性を有する二つ以上の第１永久磁石１００と、前記第１永久磁石１００の上側およ
び下側に高さ方向に同一の極性が対向するように位置する第２永久磁石２００と、前記第
１永久磁石１００および第２永久磁石２００を固定する固定手段３００と、を含むことを
特徴とする。
【００１３】
　また、前記固定手段３００は、隣り合う前記第１永久磁石１００の間に横方向に空間部
５００を形成することを特徴とする。
【００１４】
　また、前記第２永久磁石２００は、前記第１永久磁石１００それぞれに対応する大きさ
に形成されることを特徴とする。
【００１５】
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　さらに、前記第２永久磁石２００は、単一行をなす複数個の第１永久磁石１００それぞ
れに対応する大きさに形成されることを特徴とする。
【００１６】
　また、前記第１永久磁石１００は、列をなすように縦方向に複数個設けられることを特
徴とする。
【００１７】
　また、前記第２永久磁石２００は、単一列をなす複数個の第１永久磁石１００に対応す
る大きさに形成されることを特徴とする。
【００１８】
　さらに、前記第２永久磁石２００は、複数個の第１永久磁石１００の全体に対応する大
きさに形成されることを特徴とする。
【００１９】
　また、高さ方向に同一の極性を有する第１永久磁石１００が高さ方向に複数回設けられ
、高さ方向に前記第１永久磁石１００と第２永久磁石２００が交互に位置することを特徴
とする。
【００２０】
　さらに、前記固定手段３００は、前記横方向に所定距離離隔しており、内部に第１永久
磁石１００が設けられる第１載置部３１１が中空となっている第１支持部３１０と、複数
個の前記第１支持部３１０の上側および下側を支持する板状をなし、外側面に前記第２永
久磁石２００が設けられる第２載置部３２１が凹状に形成される第２支持部３２０と、前
記上側の第２支持部３２０の上側および前記下側の第２支持部３２０の下側を支持する上
部カバー３３０および下部カバー３４０と、前記上部カバー、第２支持部３２０、第１支
持部３１０および下部カバーを締結する締結手段４００と、を含むことを特徴とする。
【００２１】
　また、前記第１支持部３１０は、Ａｌまたはガラスの材質であることを特徴とする。
【００２２】
　また、前記第２支持部３２０は、Ｎｉ合金またはスチール材からなることを特徴とする
。
【００２３】
　さらに、前記空間部５００に別体となったサンプル保存部６００を引き込みおよび引き
出し可能であることを特徴とする。
【００２４】
　また、前記固定手段３００は、締結手段４００によって締結され、両側面のうち一側を
縦方向に支持する側面カバー３５０をさらに含むことを特徴とする。
【００２５】
　また、前記側面カバー３５０には、前記空間部５００に対応する位置の所定領域が中空
となっている中空部３５１が形成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置は、高さ方向に同一の極性を有する第１永久磁石と
、前記第１永久磁石と同一の極性が対向するように位置する第２永久磁石と、を利用する
ことで、高い磁力を有し、これにより、横方向および縦方向の広い領域に安定的に磁場を
形成することができるという利点がある。
【００２７】
　さらに、本発明の永久磁石を用いた磁気装置は、横方向および高さ方向に複数個の空間
部を形成することにより、様々な磁場の印加を必要とする実験を行うことができるという
利点がある。
【００２８】
　また、本発明の永久磁石を用いた磁気装置は、高効率で、単結晶成長および偏極中性子
発生などに用いられることができ、構成を簡素化することで容易に製造することができる
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という利点がある。
【００２９】
　また、本発明の永久磁石を用いた磁気装置は、第１支持部が磁力線の透過性能に優れた
材質で形成され、第２支持部が耐久性を確保し、空間部および第１支持部が形成される側
に磁場が保持されるようにすることで、空間部上に高い磁場を形成することができるとい
う利点がある。
【００３０】
　さらに、本発明の永久磁石を用いた磁気装置は、第１支持部の間の空間部にサンプル保
存部を引き込みおよび引き出し可能であり、この際、側面カバーによってサンプル保存部
の引き込み深さを制限し、側面カバーに中空部が形成されてサンプル保存部が引き出され
る際に用いられることで容易に利用することができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示す斜視図である。
【図２】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示す分解斜視図である。
【図３】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示す断面図である。
【図４】前記図１に示した本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置の磁力線を示す図であ
る。
【図５】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示す他の斜視図である。
【図６】前記図５に示した本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置の単一空間部に作用す
る第１永久磁石および第２永久磁石の配置を示す図である。
【図７Ａ】図５に示した本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置および磁力線を示す図で
ある。
【図７Ｂ】比較例１の磁力線を示す図である。
【図８】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示すさらに他の斜視図である。
【図９】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示すさらに他の分解斜視図である。
【図１０】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示すさらに他の断面図である。
【図１１】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示すさらに他の斜視図である。
【図１２Ａ】前記図１１に示した本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置および磁力線を
示す図である。
【図１２Ｂ】比較例２の磁力線を示す図である。
【図１３】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置を示すさらに他の斜視図である。
【図１４Ａ】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置の実施写真である。
【図１４Ｂ】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置の比較例の実施写真である。
【図１５Ａ】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置の実施写真である。
【図１５Ｂ】本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置の比較例の実施写真である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、添付の図面を参照して、上述したような特徴を有する本発明の永久磁石を用いた
磁気装置１０００について詳細に説明する。
【００３３】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、第１永久磁石１００と、第２永久磁石
２００と、固定手段３００と、を含んで形成される。
【００３４】
　前記第１永久磁石１００は、横方向に離隔して二つ以上設けられる構成を有しており、
それぞれの第１永久磁石１００は高さ方向に同一の極性を有するように配置される。
【００３５】
す　なわち、前記第１永久磁石１００は、同一の高さに二つ以上が離隔して設けられる構
成を有しており、その下面が同一の面を形成する。
【００３６】
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　この際、前記第１永久磁石１００は、高さ方向にＮ極およびＳ極を形成するが、複数個
の第１永久磁石１００がすべて同一の極性方向を有する。
【００３７】
　図２において、第１永久磁石１００が楕円状に縦方向（列）に一体型に形成された例を
示している。
【００３８】
　前記第１永久磁石１００は、断面が、円形、楕円形、および多角形から選択される何れ
か一つに形成されることができ、横方向、縦方向、および高さ方向の大きさなどは、図面
に示した例以外にもより多様に形成されることができる。
【００３９】
　前記第２永久磁石２００は、前記第１永久磁石１００の上側および下側に高さ方向に同
一の極性が対向するように位置する。
【００４０】
　前記第１永久磁石１００が高さ方向の上側から下側に向かってＮ極およびＳ極を形成す
る場合、前記第１永久磁石１００の上側および下側に位置した第２永久磁石２００は、高
さ方向の上側から下側に向かってＳ極およびＮ極を形成する。
【００４１】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、図面に示していないが、前記図３およ
び図４と極性方向が反対の場合も可能であり、この場合、より詳細には、前記第１永久磁
石１００が高さ方向に上側から下側に向かってＳ極およびＮ極を形成する場合、前記第１
永久磁石１００の上側および下側に位置した第２永久磁石２００は、高さ方向の上側から
下側に向かってＮ極およびＳ極を形成する。
【００４２】
　前記固定手段３００は、前記第１永久磁石１００および第２永久磁石２００を固定する
手段であり、横方向に前記第１永久磁石１００の間（離隔する空間）に空間部５００を形
成する。
【００４３】
　前記空間部５００は磁力線が密集する部分であり、磁場印加対象が位置する部分である
。
【００４４】
　前記固定手段３００に関する説明は後述する。
【００４５】
　この際、前記第２永久磁石２００は、前記列をなす複数個の第１永久磁石１００の全体
大きさに対応するように形成されることができる。
【００４６】
　図４は本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００の単一空間部５００に作用する磁力
線を示す図であり、第２永久磁石２００が列をなす複数個の第１永久磁石１００の全体に
対応する大きさに形成された例を示す。
【００４７】
　図４を参照すれば、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、前記空間部５００
に磁力線が集中するようにすることで高い磁場を形成できるということが分かる。
【００４８】
　図５に示した本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、図２および図３に示した
形態と類似しているが、前記第２永久磁石２００が列をなす前記第１永久磁石１００に対
応する大きさに形成された例を示している。
【００４９】
　また、図６は前記図５に示した本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置１０００の単一
空間部５００に作用する第１永久磁石１００および第２永久磁石２００の配置を示す図で
あり、図７Ａおよび図７Ｂは図５に示した本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置１００
０および比較例１の磁力線を示す図である。
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【００５０】
　より詳細には、図７Ａは図５に示した本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００の第
１永久磁石１００および第２永久磁石２００の配置による磁力線を示す図であり、図７Ｂ
は第１永久磁石１００のみが離隔する比較例１の磁力線を示す。
【００５１】
　また、図８は本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００のさらに他の例を示す図であ
り、図２および図３に示した形態と類似しているが、前記第１永久磁石１００が行をなす
ように縦方向に複数個設けられることができる。
【００５２】
　すなわち、図８に示したように、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００には、前
記空間部５００の空間を拡張できるように、縦方向に第１永久磁石１００が複数個設けら
れることができる。
【００５３】
　また、図９および図１０は本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００のさらに他の例
を示す図であり、前記第１永久磁石１００が円筒状に縦方向に４個が設けられ、第２永久
磁石２００がそれぞれ前記第１永久磁石１００に対応する円形断面状に形成された例を示
している。
【００５４】
　本発明において、前記第１永久磁石１００それぞれに対応する大きさは第１永久磁石１
００の断面（横方向および縦方向を含む面）を意味するものであり、前記第２永久磁石２
００は高さ方向に極性を有するが、その大きさが前記第１永久磁石１００それぞれに対応
する大きさに形成されることができる。
【００５５】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、第１永久磁石１００および前記第１永
久磁石１００と同一の極性が対向するようにする第２永久磁石２００の形態および配置で
あれば、上述した例以外にもより多様な形態を有して、横方向および縦方向に多様な個数
に形成されることができる。
【００５６】
　また、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、前記第１永久磁石１００および
第２永久磁石２００によって磁力線が集中する空間部５００の形成個数を増大させるため
に、高さ方向に同一の極性を有する第１永久磁石１００が高さ方向に複数回設けられ、高
さ方向に前記第１永久磁石１００と第２永久磁石２００が交互に位置することができる。
【００５７】
　すなわち、高さ方向に単一個の空間部５００を形成する場合、第２永久磁石２００‐第
１永久磁石１００‐第２永久磁石２００が位置し、高さ方向に２個の空間部５００を形成
する場合、第２永久磁石２００‐第１永久磁石１００‐第２永久磁石２００‐第１永久磁
石１００‐第２永久磁石２００が位置する。
【００５８】
　図１１において、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、横方向に３個および
高さ方向に２個の計６個の空間部５００が形成される例を示している。
【００５９】
　図１２Ａは図１１に示した永久磁石を用いた磁気装置１０００の単一空間部５００上に
適用される磁力線を示す図であり、図１２Ｂは図１２Ａの第１永久磁石１００のみが位置
する場合の磁力線を示す図である。
【００６０】
　図１２Ａを参照すると、図１２Ｂに比べて、空間部５００上のより高密度の磁力線が形
成されて高い磁場が形成されることが分かる。
【００６１】
　この際、同一の高さに位置する前記第１永久磁石１００および第２永久磁石２００は様
々な形態に形成されることができる。
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【００６２】
　前記固定手段３００は、前記第１永久磁石１００および第２永久磁石２００を安定的に
支持するための手段であり、第１支持部３１０と、第２支持部３２０と、上部カバーと、
下部カバーと、締結手段４００と、を含んで形成されることができる。
【００６３】
　前記第１支持部３１０は、横方向に所定距離離隔しており、内部に第１永久磁石１００
が設けられる第１中空部３５１が形成される。
【００６４】
　前記第１支持部３１０には前記第１永久磁石１００が載置されることができ、空間部５
００を安定的に形成できるとともに磁力線の透過性能に優れた材質が用いられることが好
ましい。
【００６５】
　前記第１支持部３１０を形成する材質の一例として、Ａｌおよびガラスが挙げられる。
【００６６】
　この際、本発明において、Ａｌはアルミニウム金属およびこれを含む合金を総称するも
のと定義する。
【００６７】
　前記第２支持部３２０は、前記第１支持部３１０の上側および下側を支持して前記第１
永久磁石１００を固定し、外側面に前記第２永久磁石２００が設けられる第２載置部３２
１が凹状に形成される。
【００６８】
　前記第２支持部３２０は、締結容易性を考慮して、前記二つ以上の第１支持部３１０の
全体に対応する大きさの板状に形成されることが好ましい。
【００６９】
　この際、前記第２支持部３２０の外側面とは、板状の両側面のうち、前記第１永久磁石
１００に接する面の反対側を意味する。
【００７０】
　前記第２支持部３２０には、第２載置部３２１が形成されて前記第２永久磁石２００が
設けられ、締結手段４００によって前記第１支持部３１０と固定されることができる。
【００７１】
　また、前記第２支持部３２０は十分な耐久性を確保できる材質で形成されることができ
、前記空間部５００および第１支持部３１０が形成される内側に磁場が保持されるように
する材質で形成されることが好ましい。
【００７２】
　前記第２支持部３２０を形成する材質の一例として、Ｎｉ合金またはスチール材が挙げ
られる。
【００７３】
　前記上部カバー３３０および下部カバー３４０は、それぞれ前記上側の第２支持部３２
０の上側および前記下側の第２支持部３２０の下側を支持する構成要素である。
【００７４】
　前記上部カバー３３０は、上側の第２支持部３２０の上側を支持する板状をなし、前記
第２支持部３２０と締結されて前記第２永久磁石２００を固定する。
【００７５】
　前記下部カバー３４０は、下側の第２支持部３２０の下側を支持する板状をなし、前記
第２支持部３２０と締結されて前記第２永久磁石２００を固定する。
【００７６】
　この際、前記第１支持部３１０と第２支持部３２０の締結、上部カバー３３０と第２支
持部３２０の締結、および下部カバー３４０と第２支持部３２０の締結は、締結手段４０
０によって行われることができ、図面において、締結対象にねじ山が形成され、ボルトが
用いられる形態を示している。
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【００７７】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、これに限定されず、締結手段４００の
個数および形態は、より多様に形成されることができる。
【００７８】
　すなわち、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、横方向に前記第１支持部３
１０によって、高さ方向に前記第２支持部３２０によって、空間部５００が形成される。
【００７９】
　前記空間部５００は磁力線が密集する部分であり、サンプルが保存されたサンプル保存
部６００が挿入されて位置することができる。
【００８０】
　図２、図５および図８において、前記サンプル保存部６００がフラットな直方体状に形
成され、複数個の凹部６０１が形成された例を示している。
【００８１】
　前記サンプル保存部６００は、磁場が通過可能な材質で形成されなければならず、本発
明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、その他にも内部に磁場の照射対象であるサン
プルを保存できる形態で、より多様に形成されることができる。
【００８２】
　この際、前記サンプル保存部６００の縦方向挿入深さを制限するために、前記固定手段
３００は、両側面のうち一側を縦方向に支持する側面カバー３５０をさらに含むことがで
きる。
【００８３】
　また、前記側面カバー３５０には、前記空間部５００に対応する位置の所定領域が中空
となっている中空部３５１が形成されることが好ましい。
【００８４】
　前記中空部３５１は別体となった棒などを用いて、前記空間部５００に引き込まれたサ
ンプル保存部６００を引き出すための部分として利用することができる。
【００８５】
　一方、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、高さ方向に上側から下側に向か
って上部カバー３３０‐第２支持部３２０‐第１支持部３１０‐第２支持部３２０‐下部
カバー３４０が位置し、高さ方向に複数個の空間部５００を形成する場合に、前記上部カ
バー３３０と下部カバー３４０との間に空間部５００の形成個数に対応する回数だけ第２
支持部３２０‐第１支持部３１０‐第２支持部３２０が設けられることができる。
【００８６】
　これにより、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、高さ方向に同一の極性を
有する第１永久磁石１００と、前記第１永久磁石１００と同一の極性が対向するように位
置する第２永久磁石２００と、を利用することで、高い磁力を有し、これにより、横方向
および縦方向の広い領域に安定的に磁場を形成することができるという利点がある。
【００８７】
　さらに、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、横方向および高さ方向に複数
個の空間部５００を形成することにより、様々な磁場の印加を必要とする実験、特に、タ
ンパク質単結晶成長および偏極中性子発生を含む様々な実験を行うことができるという利
点がある。
【００８８】
　図１４Ａから図１５Ｂは本発明に係る永久磁石を用いた磁気装置１０００の実施写真で
あり、リゾチーム（lysozyme）タンパク質水溶液に、磁場の影響を受ける常磁性物質（pa
ramagnetic material）のマンガンの塩化物であるＭｎＣｌ２を添加した後、３日後の状
態を図１４Ａおよび図１４Ｂに示しており、１４日後の状態を図１５Ａおよび図１５Ｂに
示している。
【００８９】
　この際、図１４Ａおよび図１５Ａは図１から図３に示した永久磁石を用いた磁気装置１
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の写真である。
【００９０】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、図１４Ｂに比べて図１４Ａにおいて結
晶化が迅速に行われて、０．５ｍｍ以上の大きさを有する結晶を確認することができる。
【００９１】
　本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、図１５Ａにおいて、結晶の成長が本格
的に行われて３ｍｍ以上に成長した結晶を確認することができるが、図１５Ｂにおいて、
互いの干渉により大きく成長されず、０．５～１ｍｍ程度の大きさを有する結晶が形成さ
れ、一部の結晶が互いに凝集していることを確認することができる。
【００９２】
　すなわち、本発明の永久磁石を用いた磁気装置１０００は、永久磁石１００、２００を
用いて高い磁場を形成することができるという利点がある。
【００９３】
　本発明は、前記実施例に限定されず、適用範囲が多様であることは言うまでもなく、請
求範囲で請求する本発明の要旨から外れることなく様々な変形実施が可能であることは言
うまでもない。
【符号の説明】
【００９４】
１０００　永久磁石を用いた磁気装置
１００　第１永久磁石
２００　第２永久磁石
３００　固定手段
３１０　第１支持部
３１１　第１載置部
３２０　第２支持部
３２１　第２載置部
３３０　上部カバー
３４０　下部カバー
３５０　側面カバー
３５１　中空部
４００　締結手段
５００　空間部
６００　サンプル保存部
６０１　凹部
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